
    
   

「 判断することの大切さ 」 教頭 広橋 陵 

朝晩に冷え込む日が多くなり、日中との寒暖差が感じられる、秋らしい日が続くようになりまし
た。先日行われた学校祭は大成功のうちに幕を閉じました。「青春開花～Over the top～」のテーマ
のもとで行われた学校祭。合唱コンクールは数年ぶりに文化会館シグナスで開催され、保護者の皆さ
まも迎えてのコンクールとなりました。翌日の弁論大会では、学年の代表が立派に自分の考えを発表
し、ステージ発表では１年生から３年生までのこれまでの学習の歩みが発表されました。あらゆる場
面で生徒たちの成長を感じることができた学校祭となりました。 

 
また、後期に入って初めての大きな行事でしたが、生徒会を中心に、 

委員会、学級などいろんな面でリーダーの活躍が見られまし 
た。行事に 
一生懸命取り組めるのが、南中のいいところです。学校祭での活躍を、今後の学校生活でも活かして
いきましょう。 
 

さて、１１月に入り、これからは学校全体で学習、進路に集中するべき時期となりました。3 年生
の皆さんは、自分のこれからの進路決定に向けて、邁進していく日々が続きます。1・2 年生も同様
に、自分の将来を考える行事が企画されています。 

 
そんな中、皆さんには「正しい判断」ができる毎日を過ごしてほしいと思います。ある研究結果に

よると、人は１日に、実に３万５千回の判断をしながら生活しているそうです。話す言葉、食事、交
通に関することだけでも、１日に２万回以上、これに身体をどのように動かすかという判
断や、自宅、学校で行っている判断を含めると、３万５千回の判断の上で日々の生活が成
り立っていることになるそうです。まさに、１日の生活は、判断の連続です。 

 
このような状況で、人は、「正しい判断」を迫られます。「正しい判断」とは何

でしょうか。私は「当たり前のことを当たり前に判断できること」だと思いま
す。ゴミが落ちていたらどうするか、人が泣いていたらどうするか、迷わずゴミを拾っ
たり、人を慰めたりできるか、そう判断をし、実行できるかということです。 

ただ、当たり前とは言っても、二の足を踏んでしまうことも多いかもしれません。それは、正しい
判断を実行することが「習慣化」されていないからかもしれません。毎日のお風呂や歯みがきは、毎
日続けているからこそ習慣化され、無意識の判断のうちに実行されます。そう考えるならば、「正し
い判断」を続けていくことで、それが習慣化され、当たり前のように正しい判断ができるようになる
のではないでしょうか。ぜひ、生徒のみなさんには、正しい判断を意識し続けてもらいたいと思いま
す。 

 
 
 
 
これからの人生、いろいろな出来事が待ち受けていると思いますが、みなさんには「正しい判断」

を意識して実行し、自分の明るい未来へとつなげていってほしいと願っています。 

今月８日（水）は立冬。ますます寒い日が増えてきます。風邪やインフルエンザに気を付け、コ

ロナ対策にも気を抜かず、健康管理に十分注意しなければいけない時期です。また、交通事故の多

い時期となります。時間に余裕をもち、登下校中のマナーにも気を配り、安全にも努めましょう。

心身共に充実した実りの多い１１月となるよう願っています。 

保護者の皆様には、今後とも本校の学校運営にご理解とご協力をお願い申し上げます。なお、お

子様の健康や学習面などで気になることや相談したいことがございましたら、遠慮なく学校へご連

絡ください。  

  津幡町立津幡南中学校 

校長 永井 隆和  ℡２８８-７４２

 令和５年１１月１日（木）  NO.７ 

校訓  ☆燃えるような情熱  ☆ひたむきな純粋さ  ☆たゆみない向上心 

あなたの今立っているその場所は、あなたが今まで判断し、実行してきた結果です 



★生徒指導より 生徒の皆さんへ★ 

１１月の生活目標 

１学期のＴＰＯを越える 

ＴＰＯを意識した生活をしよう ＜Ｔ
時

・Ｐ
場所

・Ｏ
場面

＞ 

Ｔ・・・時を守り  Ｐ・・・場を清め  ０・・・礼を正す 

 

💛ＴＰＯで Hospitality（ホスピタリティ）のある津幡南中学校に💛 

Hospitality（ホスピタリティ）とは、Hospital（病院）の語源になった単語です。 

直訳すると「もてなし」になります。しかし、「もてなす」気持ちや行動だけでなく、その「もてな

し」を受ける人も感謝の気持ちを持ち、「もてなした人」にも「もてなす人」の喜びを感じていること

が伝わること。すなわち、両者の間に「相互満足」が誕生するということ。両方がお互いに満足し、

それによって信頼関係を強め、共に価値を高めていく「共創」がホスピタリティにおける重要なキー

ワードです。 

大きな行事（運動会・合唱コンクール・学校祭）を経験して、南中学生全員がＴＰＯを意識して取

組んだからこそ、相互に満足感を得ることができました。また、助け合ったりすることで共に大きな

成長につなげることができたのではないでしょうか。そんな Hospitality を大切に生活したいね。 

 

寒くなる時期です。 Ｔ（時を守る） １１月の行動の一つとして、 

①８時００分のカリオンに間に合うように、朝の準備をし自宅を出発しよう！ 

⇒起床時間が遅くならないよう、自分のルーティーンを決めて生活しよう。 

②完全下校時間が、１８時００分になります。１７時４５分に下校を促すチャイムが鳴りま

す。⇒下校時は、真っ暗です。事故等に気をつけて自宅まで帰りましょう。寄り道禁止です。 

 

★学習指導より★ 

◇ １ １ 月 の 学 習 目 標 ◇  

積極的に挙手・発言し、授業をもりあげよう！ 

話す 自分の意見を進んで発表しよう  聴く 話す人の方を向いて聴こう 

１．授業に主体的に参加することが学力向上につながる！ 

１１月は、学級の仲間みんなで「授業の活性化」に努めましょう。 

授業で一生懸命取り組むと、それが記憶に残って覚えられたり、理解が 

深まったりします。つまり、授業の中で「思い出」となる自分の頑張り 

があれば、効率的な学習ができるわけです。1・2 年生は期末テストに 

向けて、3 年生は統一テストにも向けて、積極的に授業に参加していき 

ましょう。 

 

２．期末テストに向けて、学習計画をつくろう！ 

 失敗しない学習計画づくりのポイントを２つだけ紹介します。 

一つ目は、「学習にかかる時間をきちんと計る」ことです。 

時計を使って計測し、それをもとに計画をつくりましょう。 

二つ目は、「理想の計画ではなく、確実な計画をつくる」ことです。 

学習は継続することが最重要。無理のない計画づくりをしましょう！ 

 


